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　目的　本縫ミシン縫製において、針糸、ボビ’ン糸のバランスを正確に取ることは、基本

的に重要なことの一つである。しかし種々の原因により、糸バランスは微妙に変化しやす

い側面を持っている。したがってこの影響を充分に把握しておくことは重要なことと考え

られる。筆者らは以前にバランスの取れた本縫ミシン縫目の伸長性を検討した（島崎、綾

：昭和6 1年繊消学会年次大会）が、本研究においてはロヅクステッチのアンバランス程

度が、どのように伸長性に影響するかについて考えてみたい。

　方法　縫裂布としては、両面編の変化｡組織（モックミラノリブ）を用い、2 c m幅にコ

ース方向に沿って切り出し、２枚重ねてその中央を縫合した。縫糸張力は、針糸張力設定

条件に対して、ボビン糸の設定を順次変化させて、ほぽ完全にバランスしたものを含めて

種々のバランス状態のものを製作した。縫製後、これらの上下糸の縫糸長を測定した。

　結果　縫糸の荷重伸長特性、布の荷重圧縮特性を予め求めておくと、縫目伸長に伴うス

テヅチ形状変化を計算することが可能である。その方法は、前掲の報告で用いた方法に改

良を加えた。この計算の一つのポイントは、中立面の位置をどのように求めるかというこ

とであるが、数値計算により縫糸の長さの条件を満足するように解が求められた。縫目の

伸長性に与える縫糸バランスの影響は大きく、実験的には短い方の縫糸長によって決まる

く島崎、中野：　繊消誌、Vol . 22、No . 2）。計算結果から、引張り条件下のシームの挙動が

推定できるが、ステヅチの形状変化、縫目の荷重伸長性などの実験結果を比較的よく説明

することができた。
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シーム　パッカリングおよび縫い縮みに及ぼす布物性の効果

大阪市大生活科学　　岩崎錦

　目的　シーム　パッカリングや縫い縮みは.縫製の基本的な問題点の一つとして，従来

か名関.心も高く研究もされているが．なお完全には解決し得ないものである．

　これらの現象で，縫い縮みは，縫製前後の長さの差として客観的な数値で表わされる．

しかしシーム　パッカリングに関しては，視覚による主観的評価が行われることが多い．

　ここではシーム　パッカリングについて格子モデル( Trellis model･）による数値化を行

い．これと縫い縮みとの関連を，布物性.をもとに検討する．

　方法　試料布として, 40sおよび80s･の綿糸で規則的にカバーファクターを変化させた

平織物を用いた. 縫mは‾‘本針本縫ミシンにより, 400rp゜針目数4a/c゛，#50カタン糸

で行い，縫製方向はタテ．ヨコ．バイヤスとした. 縫製長さは10cm （A )とし，縫製後の

長さ（B )を測定し，縫い縮み率（s )を次のように求める.　S(%) ＝｛(A-B)/Å}x100 . また

縫製線を対角線とする正方形（Trellis〉を描き，縫m線に対するsin 6･ の縫製による変化

を測定し，これをハッカー度（Ｐ）とする．

　結果　タテ，ヨコ方向縫目の縫い縮み率は，縫製布のカバーファクターの減少にともな

い増加する．タテ方向縫目は他方向縫目に比較して縮み率が大である．これはヨコ糸のカ

バーファクターが小で，容易にタテ糸の座屈を生じることを示す．

　パッッカリングに関しては．タテおよびヨコ方向縫目では. 縫い縮み率は大であっって

も，格子（　Trellis　〉のsin Ｓ はほば一定（6=45°）で，せん断変形はみられない．一方，

バイヤス縫目では，格子の角=らが減少し，せん断変形を生じていることが認められた．


